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コードクリップについて

取付け方法

使用方法

内蔵ブラインドの取扱い（コードクリップの取扱い）
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■ブラインド本体の操作については、24をご覧ください。

お 願 い

コードクリップを無理に広げないでください。
破損の原因となります。
コードクリップの間に指をはさまないように
ご注意ください。

お 願 い

お 願 い

① コードクリップ先端の
　 レバーを広げ、ロック
　 を解除し、コードクリ
　 ップ本体を開いて、製
　 品の操作コードやボー
　 ルチェーンをコードクリップに通してください。

① コードクリップ先端のレバー
　 を広げ、ロックを解除し、コ
　 ードクリップ本体を開いてく
　 ださい。

③ 開いているコードクリップを閉じて、ロックを
　 かけてください。
※ ロックは２段式になっております。操作コード
　 やボールチェーンの太さに合わせて留まる方で
　 ロックをかけてください。

② コードクリップを持ち上げ、開いた中に操作コード
　 やボールチェーンを通してください。

※ 通常使用 ※長い場合は折り
　返して長さを調
　節してください。

※必ず２本以上で留め
　てください。１本の
　場合ズレ落ちること
　があります。
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② コードクリップへ操作コード
　 やボールチェーンを通したら、
　 コードクリップ先端を閉じ、
　 ロックを掛けてください。

警　 告 

操作コードやボールチェーンが体に巻きついたり、
引っかかるようなことをしないでください。
思わぬ事故につながるおそれがあります。

操作ひもが付いた窓の近くにソファーやベッドなどを
置かないでください。
小さなお子様がソファーやベッドに上がることで、
操作ひもやボールチェーンに手が届き、首や体に巻き
ついて窒息などの思わぬ事故につながるおそれがあります。

操作コードやボールチェーンはお子様の手が届かない位置で束ねて、コードクリップでとめてください。

××

　コードクリップは、操作コードやボールチェーンがお子様の首や体に
巻きつかないように、危険を回避するための補助部品です。
　すべての使用下において安全を保障するものではありません。

コードクリップには操作コードやボールチェーン以外のものを掛けな
いでください。

小さなお子様のいるご家庭では、操作ひもまたはボールチェーンで遊ば
せないようご注意ください。思わぬ事故につながるおそれがあります。

操作コードやボールチェーンは一列になるよう
に挟んでください。重なった状態で挟むとズレ
落ちる場合があります。

コードクリップのロックを
外したまま製品を操作する
と、操作コードやボールチ
ェーンからコードクリップ
が外れ、落下する場合があ
りますので必ずロックして
から操作してください。


